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９月１９、２０日、東京で日本原水協第２９６回常任理事会が開かれました。４５

都道府県の代表者による活発な討論が行われ、中央団体代表を含む５０人の発言があ

りました。

多くの理事より、世界大会成功に確信を持った発言がされました。東日本大震災と

福島第一原発の被災者に対する救援と連帯、海外代表の広範な顔ぶれや参加者の約半

数が若い青年の参加であったことが報告されました。とりわけ、ドワルテ国連軍縮上

級代表の参加が象徴的に示すように、「国連と日本の草の根の原水禁運動がつながっ

た」との感想が多くだされました。

大阪原水協からは小松正明事務局長が参加し、核兵器と原発を繋いでなくす運動で

ある「原発ゼロの会」の取り組みについて発言しました。安井正和日本原水協事務局

長は、「アピール署名は、国連で大きな力を発揮して、核兵器禁止条約を実現する可

能性を作り出そうとしています。この署名に全力でとりくみましょう」と、討論のま

とめを行いました。

９月１９日、作家の大江健三郎

さんら著名９氏が呼びかけた「さ

よなら原発集会」が東京・明治公

園で開催されました。

公園だけでなく周辺にも人があ

ふれ、人、人・・・・。主催者か

らの「６万人が集まりました」の

発表に、どよめきが起こりました。

同公園に、これだけの人が集

まるのは数十年ぶりのことであ

り、野田佳彦首相の「原発再開」

発言に「原発ノー」の大きな反

撃となる大集会となりました。

大阪原水協から小松事務局長

が参加しました。

全て大阪地裁ですが、裁判内容によっ

て法廷が変わりますのでご注意下さい。

◎10月13日（木）午後1時30分～2時

806号法廷

新・却下取り消し訴訟（第6回）

◎11月29日（火）午前11時30分～12時

806号法廷

新・却下取り消し訴訟（第7回）

◎12月14日（水）午前10時30分～11時30分

202号法廷

義務付け訴訟

◎12月21日（水）午後1時10分～

202号法廷

集団訴訟取り消し第3次判決日

大震災・津波被害者救援に全力を
―福島原発事故の放射能被害者救済を
最優先に―原水協は訴えます！


